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動画の目的

•重層的支援体制整備事業の必
要性と目指す姿を改めて確認
し、

•各事業がバラバラではなく、
一体的に展開される必要性を
理解するとともに、

•支援フェーズごとに各機能が
どのように発揮されるのかに
ついて学ぶ。
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概念の整理
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地域福祉の推進
（第4条 第2項）

地域生活課題の把握、連携に

よる解決に向けた取り組み
（第４条第３項）

包括的な支援体制の整備
（第106条の3）

重層的支援体制整備事業
（第106条の４）

①「民」の取り組み

②「民」の取り組みと
支援関係機関の連携

③ ①と②を体制として整備

④ ③を整備する「事業」

地
域
共
生
社
会
の
実
現



地域共生推進検討会の最終とりまとめ
• ①断らない相談支援②参加支援③地域づくりに向けた支援を内容とする事業を創設
するとともに、財政支援の方法を改めるように提言。
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個別支援から派生する新たな社会資源・仕組
みの創出の推進

相談の受けとめ

多機関のネットワークの構築

相談支援に関するスーパーバイズ、人材育成

制度の狭間・隙間や、
課題が複合化・複雑
化したケースにおけ
る支援調整

多様な社会参加・就労の支援

解決に向けた対応 社会との接点の確保・包摂の支援

住まいの確保のための支援

権利擁護のための支援

日常の暮らし
の中での
支え合い

地域活動
（見守り等）

コミュニティ
（サークル活動等）

居場所を
はじめとする
多様な場づくり 身近な地域

（地縁組織等）

個別課題としては明
らかではない場合に
ついて、継続的にか
かわり続ける支援

既存の社会資源の把握と活性化 新たな社会資源の開発

住民・社会資源・行政間の
ネットワークの構築

人と人、人と社会資源のつなぎ

多機関協働の中核
の機能

属性にかかわらず、地域の様々な
相談を受け止め、自ら対応又はつ
なぐ機能

①断らない相談支援

社会とのつながりや
参加を支援する機能

②参加支援

地域づくりをコーディネートする機能

③地域づくりに向けた支援
場の機能



協働の中核

包括的相談支援事業
（106条の4第2項1号）

地域包括支援センター（高齢） 相談支援事業所（障害）

利用者支援事業（子ども） 自立相談支援事業（困窮）

多機関協働事業
（106条の4第2項5号）

重層的支援会議

参加支援事業
（106条の4第2項2号）

地域づくり事業
（106条の4第2項3号）

支援プランの作成
（106条の4第2項第6号）

複合課題等で継続的支援や参加支援が必要な場合

世代や属性にかかわらず包括的に受け止める
（どこでもストップ）

地域社会

既存制度の柔軟な活用
就労支援・居住支援など

世代や属性を越えて交流できる場や居場所
多様な関係者のプラットフォーム

課題の解きほぐしや役割分担

支援会議
（106条の6）

一般介護予防事業・生活支援体制
整備事業（高齢）

地域活動支援センター事業（障害）

地域子育て支援拠点事業（子ども） 共助の基盤づくり事業（困窮）

重層的支援体制整備事業の全体像 →個別支援と地域支援を一体的に展開する事業
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相談支援包括化推進員

→「どこでもストップ・解決はのりしろのつむぎあい」

それぞれ解決できる場合には、それぞれで解決する

新
アウトリーチ等を通じた

新 継続的支援事業
（106条の4第2項4号）

新

相談･情報提供

支援が届きにくい人



負のスパイラスに陥っていませんか？
• 「相談支援」だけに着目すると、負のスパイラスに陥ってしまう。
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困難事例の
対応に忙殺
される

個別支援に
終始してし
まう

社会資源開
発に手が回
らない・協
働できない

予防的対応
ができず、
社会資源も
増えない

地域の社会
資源と協働
して支える

個の課題と
同時に地域
の課題を見
出す

既存の社会
資源との協
働や新たな
社会資源の
開発

予防・早期
の対応と社
会資源の充

実

重層の各事業の一体的実施が必要になる。



事業間の重なりと連続性の一体的なデザイン

• 3つの支援を一体的に展開していく「デザイン」が必要になる。
• 「新規事業」にあたる「多機関協働事業」「アウトリーチ等を通じた継続的
支援事業」「参加支援事業」と「既存事業」をいかに連続性のあるものとし
てデザインするか。これらの一体性を確保するための行政がどのように役割
を発揮するかがポイントになる。
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生きづらさが少しでも

緩和するような地域をどうつくるか
重層的
支援会議

人と人がつながる

人と地域がつながる

参加支援

相談支援：ケースワーク

高齢者

子ども障害者

生活困窮

追加財源
追加財源

追加財源

アウトリーチ

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業

地域づくり

高齢者

子ども障害者

生活困窮

追加機能

一体的な
運用

【出所】三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング株式会社「重層的支援体制整備事業に係る自治体等における円滑な実施を支援するためのツール等についての調査研究報告書」（2021）

参加支援

地域づくり

相談支援



出所：三菱UJFリサーチ＆コンサルティング「重層的支援体制整備事業に係る自治体等における円滑な実施を支援するためのツール等についての調査研究」



アセスメ
ント

計画 試行 実施 継続
（伴走）

発見 見直し

検証仮説

●フェーズごとに、多機関の役割や機能が入れ替わりながら連携・協働するプロセス

個別ケースや地域支援の

内容にもよって、関係
する機関や発揮され
る役割は変わる

事業が縦割りで進められ

るのではなくて、必要
な「機能」が場面に
応じて発揮される

ひとつひとつのケースの中でも、

その場面に応じて各機関
の関わり方や立ち位置は

変わる

フェーズごとに機能や役割を柔軟に入れ替える

地域づくりの取り組み



「連携・協働」が難しい理由

•「担当がはっきり決まっていない
課題について、関係しそうなとこ
ろに話しを持っていても『うちで
はない』と門前払いになる」

•「課題に対応できる機関がなく、
問題が解決できないままになって
いることがある」

•「『連携とは必要な機関につなぐ
こと』だけとの意識が強く、丸投
げし合う連携になってしまう」

•「どの機関が中心となるか決めに
くい」

•「支援対象を総合的にアセスメン
トできる主担当と各機関の役割の
明確化」

•「支援者間でも支え合う気持ちや
配慮が必要」

•「それぞれの機関の置かれている
立場、制度のことをもっと理解す
る必要がある」

•「制度のはざまにいる人に対して、
各支援機関ができることを提案し
合えるような機会があるとよい」
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出所：滋賀県社会福祉協議会「相談支援機関等における複合的な課題への対応にかかる調査」より

②多機関の協働



対話を通じて「垣根」を低くする
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各分野の相談支援機関の相互理解

を促す取組

重層的支援会議を意識したケース

検討・模擬会議等の開催

重層的支援体制整備事業の対象と

なるケースを検討する取り組み

包括的相談支援に向けて相談支援

業務における課題を把握する取組

重層的支援体制整備事業に関する

説明・意見収集

重点的に取り組んだ 取り組んだ

あまり取り組んでいない まったく取り組んでいない

• 準備のためのプロジェクトチー
ムの設置状況
• 設置した 43.6％
• 設置していない 56.4％

• こうした協議から「ルールと
ツール」を考える
• 相談支援のフローチャート
• 「つなぐシート」
• 共通アセスメントツール・フェイ
スシート

• グランドルール（心得など）
• 重層的支援会議のルール
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出所：三菱UFJリサーチ＆コンサルティング「多機関協働事業等の実施状況に関する アンケート調査結果 」

①庁内連携



支援者を孤
立させない

「個人」ではなく「しくみ」

• 一人ではなく、組織として支援機能を発揮できる体制を整備する。バック
アップする体制がないと、越境する人材は孤立したり、バーンアウトする
か、その人がいないと成り立たない仕組みを作ってしまう。
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支援者の
資質向上

関係者によ
る目的意識
の共有

現場の後ろ
立てとなる
仕組み・体
制・ツール

関係者との意識共有

組織としてソーシャルワーク
機能を発揮するための各支援
者の資質向上。

現場の支援者が動きやすい仕組み
づくり。組織的な体制確保。

出所：三菱UJFリサーチ＆コンサルティング「重層的支援体制整備事業を検討することになった人、始めてみたけどなんだかうまくいかない人にむけたガイドブック」

②多機関の協働



まとめ

•「地域福祉の推進」を図るための包括的な支援体制整備。相談
支援の体制整備だけに着目しない。

•重層事業は、新規の事業と既存の事業を組み合わせ、一体的に
機能させていくことが必要になる。

•支援フェーズごとに柔軟な調整が可能な仕組みを作っていく必
要がある。重なりと連続性のある体制を作っていくためには、
対話を通じて関係者の垣根を低くすることと同時に、個人に依
存しないしくみとして構築していく必要がある。
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